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連合総研は、「日本型雇用システム研究委員会」（猪木武徳主査）を設置し、従来の日本型雇

用システム論を整理しつつ、経済社会環境の変化に対応したこれまでのシステムの長所をなるべ

く損なわない形での新しい雇用システムのあり方、そしてその実現のために労働者に求められて

いるもの、労働組合、企業、政府の果たすべき役割を探ることとした。 

こうした課題の解明のためには、まず、現在生じている変化は何か、「日本型雇用システム」

の実態とは何か、という事実の把握が重要である。このため、研究委員会では、1999年6月～8月

に日本の雇用システムの下での人材育成・活用実態と問題点を明らかにするために、転職行動も

含めた労働者のキャリア形成の実態と意識について、企業及び労働者双方を対象に、『勤労者の

キャリア形成の実態と意識に関する調査』を実施した。 

本書は、当該調査の事実結果についての各委員の研究分析を中心として、「日本型雇用システ

ム研究委員会」の成果をまとめたものである。離転職者の実態、日本の企業内人事処遇制度、労

働者のキャリア形成等広範な論点について、データに基づく実証分析とそれから得られる政策課

題の提起、個人の適職選択が可能となるために労働組合が果たすべき役割についての考察等を行

っている。 
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